
沖縄戦関係　武器・軍装品類

資料名 小銃弾 資料名 小銃弾の薬莢
規　格 3.5×0.8cm 規　格 6.3×1.1cm

資料名 機関銃弾 資料名 機関銃弾倉
規　格 5.9×1.3cm 規　格 25×8.5cm

資料名 体内から摘出された銃弾 資料名 体内にあった砲弾の破片
規　格 1.8×0.8cm 規　格 0.8×1.3cm

解　説
旧日本陸軍歩兵兵器で弾倉を使うの
は、九六式軽機関銃、九九式軽機関
銃、九三式機関銃の3種がある。

解　説
県民遺骨収集(糸満・具志頭地区)
にて収集。

解　説
52才婦人の体内より摘出。負傷月
日 昭和20年6月 手術月日 和50年
3月25日。

解　説
この破片は、寄贈者が自覚症状の
ないまま戦後30年間も体内に持ち
続けたもの。

解　説
九九式普通実包弾丸。

解　説
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資料名 腹部より摘出された銃弾 資料名 迫撃砲弾の破片
規　格 3.5×0.8cm 規　格 25.8×9cm

資料名 陶器製手榴弾 資料名 砲弾の破片
規　格 8×24(胴回り)cm 規　格 35.4 ×11cm

資料名 砲弾の破片 資料名 砲弾の薬莢
規　格 20.1×7.7cm 規　格 39×7.6cm

解　説

解　説解　説
那覇市小禄田原・旧海軍航空隊巌
部隊陣地壕より収集。

解　説

解　説 解　説
胴回り21.8cm  重さ760g
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資料名 擲弾筒榴弾 資料名 陶器製地雷
規　格 9.2×5cm 規　格 9.7×22.8cm

資料名 擲弾筒 資料名 銃剣
規　格 65×6cm 規　格 52.5×9cm

資料名 銃口蓋 資料名 小銃用油缶
規　格 7.4×1.9cm 規　格 8.9×5cm

解　説
旧日本陸軍歩兵携帯小火器｢八九
式重擲弾｣と思われる。 解　説

浦添市仲間・宅地造成現場より収
集。

解　説
県民遺骨収集に伴う収集。

解　説
那覇市宇栄原・金城森より収集。

解　説
八九式重擲弾筒。旧日本軍の兵器。
迫撃砲をより軽量・小型化したもので、
歩兵用重火器として使用された。

解　説
アラレーガマ・陣地壕より収集。日
本軍の銃剣。
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資料名 軍刀 資料名 指揮刀
規　格 90.6×7.2cm 規　格 105cm

資料名 水筒 資料名 水筒
規　格 19×36.5(胴回り)cm 規　格 19×14.3cm

資料名 水筒 資料名 水筒
規　格 18.2×12.7cm 規　格 18.8×14.6cm

解　説
日本陸軍のもの。

解　説
日本海軍のものと思われる。

解　説
那覇市首里・だるま寺壕より収集。

解　説

解　説
県民遺骨収集(糸満・具志頭地区)
にて収集。米軍のものと思われる。 解　説

那覇市首里汀良町・クンジャン山よ
り収集。



沖縄戦関係　武器・軍装品類

資料名 飯盒 資料名 飯盒
規　格 14.9×17.6cm 規　格 13.9×19.6cm

資料名 飯盒 資料名 防毒面
規　格 15×18cm 規　格 21.6×8.7cm(防毒面面体)

資料名 防毒面 資料名 防毒面レンズ
規　格 16×14cm(防毒面面体) 規　格 直径7.1cm

解　説
ニギリ矢印。〔松田〕と表記あり。

解　説
糸満市字真栄平より収集。

解　説
那覇市首里金城町(援護課収集)よ
り収集。 吸収缶付き。 解　説

解　説 解　説
吸収缶付き。
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資料名 防毒面吸収缶 資料名 防毒面吸入口
規　格 14×13cm 規　格 8.6×7cm

資料名 弾薬盒 資料名 拳銃差し
規　格 8×15.5cm 規　格 21.9×16.8cm

資料名 銃剣差し 資料名 軍靴
規　格 18.3×5.9cm 規　格 30×16.5cm

解　説
糸満市・具志頭村一帯(県遺族連
合会主催遺骨収集)より収集。 解　説

旧日本軍の拳銃ホルスター。

解　説
缶底に”昭和15”とあり。

解　説

解　説
ベルトに装着するために2つの通し
穴があり、銃剣を吊り下げるため
のポケットがついている。

解　説
右足。
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資料名 軍靴の靴底 資料名 革脚絆
規　格 28.7×10.5cm 規　格 24.4×13.5cm

資料名 認識票 資料名 認識票
規　格 4.2×3.6cm 規　格 4.5×3.3cm

資料名 認識票 資料名 認識票
規　格 4.6×3.3cm 規　格 5.3×3.7cm

解　説 解　説

解　説
糸満市真壁より収集。

解　説
中城村より収集。｢石4284｣と刻ま
れている。

解　説
佐敷町字場天より収集。日本軍認
識票。 解　説

西原町池田より収集。右から「山三
四七四／一九／番六九」。
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資料名 ラッパ 資料名 ラッパ
規　格 29.2×11.1cm 規　格 27.4×11.5cm

資料名 小銃用油缶 資料名 薬品瓶
規　格 8.9×5cm 規　格 9.2×3.8cm

資料名 薬品瓶 資料名 薬品瓶
規　格 6.8×4.8cm 規　格 8.4×5.5cm

解　説
糸満市轟壕にて収集。

解　説
糸満市字真栄平より収集。

解　説
寄贈者が1970年頃、首里の運玉森
で収集。 解　説

解　説
那覇市宇栄原・金城森より収集。

解　説
糸数壕より収集。瓶色は青。表面
に“神薬”の表記、裏面に人物絵あ
り。
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資料名 薬品瓶 資料名 目薬瓶
規　格 15.1×6.9cm 規　格 8.5×1.5cm

資料名 大管入沃丁(薬品) 資料名 アンプル
規　格 8.1×1.3cm 規　格 4.6×1.1cm

資料名 注射器 資料名 注射器
規　格 10.2×1.8cm 規　格 7.5×2.3cm

解　説
大里村嶺井土地改良区の陣地壕
より収集。 解　説

解　説
糸満市字真栄平より収集。

解　説
県民遺骨収集(糸満・具志頭地区)
にて収集。

解　説
南風原町字喜屋武・旧陸軍病院壕
跡より収集。 解　説

具志頭地区遺骨収集時にて収集。
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資料名 注射器ケース 資料名 ピンセット
規　格 9.5×13.2cm 規　格 12.4×0.9cm

資料名 医療器具のケース 資料名 はさみ
規　格 17.1×19.9cm 規　格 11.6×4.9cm

資料名 除毒包 資料名 除毒包
規　格 計測不能 規　格 8.5×6.2cm

解　説
那覇市小禄田原・旧海軍航空隊巌
部隊陣地壕より収集。 解　説

ガラビ壕(具志頭村)より収集。

解　説
除毒包は、イペリットなどの毒ガス
に対する消毒剤で、水に溶かして
汚染部分に擦り込む。

解　説
糸満市字真栄平より収集。

解　説
糸満市字真栄平より収集。

解　説
那覇市小禄金城町(宅地造成現場)
より収集。
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資料名 除毒缶 資料名 ガス救急箱
規　格 7.3×4.9cm 規　格 28×33cm

資料名 体温計 資料名 スライドガラス
規　格 10.1×0.6cm 規　格 2.5×7.6cm

資料名 シャーレ 資料名 薬さじ
規　格 1.5×8cm 規　格 18.6×4.2cm

解　説
製造社名“NITAZIRI”で柏木平型
の体温計である。 解　説

那覇市小禄金城町(宅地造成現場)
より収集。

解　説
毒ガス治療薬。

解　説
箱表面に｢一號ガス救急箱使用書｣
とあり、写真付きで使用方法が解
説されている。

解　説
那覇市小禄金城町(宅地造成現場)
より援護課が収集。 解　説

西原町翁長の野戦病院壕より収
集。
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資料名 通信機 資料名 通信線
規　格 48.5×37.9cm 規　格 21.8×16cm

資料名 電話機 資料名 通信機の部品
規　格 15.5×6.5cm 規　格 4.8×10.4cm

資料名 双眼鏡
規　格 9.6×10.8cm

解　説
那覇市首里・だるま寺壕より収集。

解　説
ドラム状の本体に電線が巻かれて
いる。

解　説
糸満市字真栄平より収集。

解　説
県民遺骨収集事業にて収集。

解　説
那覇市首里・だるま寺壕より収集。
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